





































































































































































































































































































































































    女性のキャリア形成





























































加して「山口県婦人行動対策会議」を立ちあげた。行政、民間、学校にも女性管理職がほとんどいない中で、 「政策決定の場へ女性を」をスローガンに掲げ、県の女性行政 協力し 市町村の自治体や女性団体と連携した活動を展開してきた。2006
年に
NPO




















産の主力な担 手になっていっ 時代で、特に農繁期は、早朝からの田植え作業に加えて、手伝 来る大人数の食事づくりなどで多忙 極めた。普及員としては主に女性を対象に 生活改善グループを育成した。生活の中から課題を見つけ、話し合い よる改善活動を起こすプロセスを支援し 地域の共同活動 組織化した。
具体的には、農繁期明けに病院通い
をしないためにどう ればよいか、意見を出 やすい小グループで話 合う。栄養ある食事の確保が課題 なれば、地域の非農家 支援で共同炊事を
13
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や日本の動きを山口県にも定着させる流れが起きた。女性問題対策審議 の事務局にいた先輩女性が婦人行動対策会議づくりを担当し、農林部にいた相本さんはこれを手伝っ 「行動にむすびつける」という目標 下に、多くの女性が参画して会議 発足 た。発起人は民間教育関係者など女性
12人
で、行政関係者は裏方として支え 。事務局は県 現男女共同参画課 おかれ、県庁内各部局と横断的に連携協力しながらすすめた。
もともと農林部は、農山漁村の民主






























































多くの女性が共有し、 「束になって前に進んだ時代」だった。国際的な女性の人権推進 潮流を追い風 し 、日本でも行政、民間で取り組みが進められたという時代背景も影響を与えた。普及員は女性の多い職種ではあったが、研修制度が整えられ、細 はあたが上に行く道筋があった。また相本さんの場合、農家や農村地域の住民と話し合いを通じて生活課題 解決支援を行うという職務経験を積んできたことは、 現在の 「やまぐち男女共同参画会議」における女性の課題解決の社会活動に役立っている。
今は「これまでの時代とは違う困難
さに直面し、育児休暇や職場での 称使用等があたりまえの若 人たちとさらに束になるための、新しい課題や目















































































































































































































これまで以上に日本技術士会 連携を強化していくこと。日本技術士会は男性主導の組織 あるため、まずは日本技術士会内部に男女共同参画委員会設立を働きかけていきたい 思っている。第
2点としては 「女性技術士の会」
の次世代育成である。上 述べたリーダー会のメンバーから、理事になるような人材を輩出していけたらと考えている。また若い女性が国境を越えて、活躍できるような環境を作りたいとも考えて 具体的には、ICWESのような国際会議への出席などの際、補助金が出せるよ 団体 ること





動キャリアの並列型とみなすことができるだろう。 岩熊さんにとり、 職業キャリアと社会活動キャリアは別個のものではなく、相互補完的な関係にある。職業キャリアを構築する上で直面した困難が、 「土木技術者女性 会」や「女性技術士の会」の社会活動キャリアを推進していく力となってきたからである。
岩熊さんは結婚後も技術士として企
































































































事を持って経済的に自立することやそのために手に職をつけられように資格を取っておくこと」とよく言われていた。高校卒業時には、両親か 実用的で結婚後の家事にも役立つので、栄養士の資格を取ること 勧められた。栄養士になることにそれほど強い気持ちはなかったが、ともかく東京の栄養士専門学校に進学し そして、
3年間














































































































































































































はおらず、女性は上に上がれないのかと疑問をもったこともあった。 しかし、仕事でさまざまなことを行う機会を得て、大いに鍛え れ 。
当時の専務理事からプロジェクトの



































理職として集団をまとめ動かす経験、行政、 地域の人々との関わり ら、 退職後は男女共同参画社会づくりの重要メンバーとしての活躍が増えていった。
当時はじまった男女共同参画条例づ





































り、 調整などに難しい面も多くあった。また行政との連携や話 合いの必要性も強く感じ、行政も市民も生かされお互いに意味のある関係をもてるよう心がけた。さらに、楽しいことがないと活動の継続が難しくな ので、みなでアイデアを出して工夫をす など、活動の推進に向 てさまざま 取り組みを展開している。
キャリア形成の視点からこのように羽鳥さんは商工会議所と
いういわば男性中心の職場で職業生活を継続し、多様な能力 形成 った。管理職である専務理事に就任し組織の立て直しを行うなど、新たな男女共同参画の組織づくりに取り組んだ。退職後は、職業キャリアで形成した組織を運営する力をもった市民として男女共同参画の事業へ 参加を要請され、地域の男女共同参画の活動推進リーダーシップを発揮している。そ
て、実際に活動をともにした市民からも望まれ「男女共同参画社会を進める市民の会」会長 なっている。このように長期の「職業キャリア」から、退職後は地域で活動する「社会活動キャリア」へと移行した複合 歩んでいる。
男女共同参画を推進する活動では、














































































































































































































































































































































ワークや先輩との関係のなかで鍛えられたそうである。そして、 「いつの間にか能動的になる自分を経験」し、 「教育の役割とは人の内発性に火を灯すことに尽きる」とい 実感をもったと言う。しかし、成人式のときに帰省久しぶり 友人に会ってみると、友人たちは勉強や大学 対する否定的な発言をしていた その様子は、授業や学校に文句を言っていた高校生の きのままであり、自分自身の高校生時代の姿と一緒であった。このような経験から、 「頑張ることは実 楽し ことなのだ」ということを実感できない日本の教育とは何なのだろう…、と今村さ
んは疑問に思った。そこで、高校生が能動性や内発性を育むことを手助けする仕事をしようと い、その可能性を探ることにした。
そのような経緯から、卒業しても就





えることができるような授業ができないものかと思っていたところ、 「一緒にやりましょう」と う高校が出てきた。そこで、 「カタリバ」を特定非営利活動法人とし、トレーニング 受けた学生ボランティアのサポートによって高校生が自分の生活や人生を考えるようなプログラムを確立させた。さらに、地方自治体の教育委員会からも委託業務とし 発注してくれるようになったので、事業を拡大することができたと言う。
もっとも、自治体からの委託は期間





ボランティアの力を活かしながら事業を行うため、 「ボランティアの自発性を損なってはいけない」 と言う。 職員の場合も、NPO
では個人個人が自分の








いう形態を通じて（私が）学んだこと」だと言う。この点について 今村さんは次のよ に語ってくれ 。「NPO
という形態で経営してきた













すべきことがある。今村さ は、 「もともとプライドが高く、自分ができないことを人に話すのには勇気が るほうだったため、仕事は自分ができてらスタッフに説明しようとしていた」そうである。しかし、 「それでは自分もスタッフも、そして組織も成長 きない」ことがわかった 言う。そこで
3年前から、自分よりも経験のある人


















である。これは、自分より経験のある人にアドバイザーをお願いす ということではなく、 のような専門的な人と一緒に仕事をする と よって この人たちをいわばモデルとして自分の学びに活かす いうことである。
以上、ふり返りにしても、モデルと


































































































の手伝いをしていた。 中学生の頃には、朝食や夕食も作っていたという。将来は小児科の看護師か保育士になりたいと考えていた。夢を実現する め、高校卒業後は働きながら准看護師をめざそうと思い、 く病院も決ま 。しかし、病院の都合で採用取り消 になってしまう。大谷さんは、とて 落胆したが、も ひ つの夢の保育士になろうと、自宅の近くの保育園を飛び込みで訪問し仕事を探した。そし 、
7件目の個人経営の保育園にて、事務










































































ることができ（休日や早朝・夜間もあり） 、子どもを預かる会員の報酬は子どもを預ける会員が支払う額そ ままである。子どもを預けたい会員と子どもを預かりたい会員をつなぐが、つなぐことに関する手数料等の報酬は必要ない。母親として女性として働いてきた大谷さんやスタッフが手数料 とられたら自分ならどう思うか 考え 設定している。
また、小学校高学年の子どもを対象
に、長期休暇中の児童クラブを運営している（キートスクラブ） 2006年に大谷さんと学童保育の保護者会有志が長期休暇中の児童クラブを立ちあげ、 「ファミリー・サポート・センター
おおのじょう」はこの事業の運営を担っている。キートスクラブは保護者の要望に基づき、保護者が主体的に実施する事業と う位置づけな で、保護者同士・保護者と指導員との交流をはかり、問題点の改善や情報の共有できるような運営を心がけている。大谷さんやスタッフは保育士経験や自分の子育て経験を通して保護者の考えや行動様式を見通せることが役に立っている。「ファミリー・サポート・センターおおのじょう」 の自主事業としては 「あい　
さぽーと（子育てサポート・家事

















































































































































































































ant ）という意味で、 「 『ヒロシマ』
に生を受けた者として、平和な世界の実現のため、些細なことであってもできることからアリのように、コツコツと一歩をふみだそう」という、渡部さんの願いが められている。ふたつめは、 「アジアにおける信頼 ネットワーク」 （
A
sian netw
























短い一生と、像の建立運動の経緯をまとめた絵本『おりづるの旅』 （ＰＨＰ研究所、うみのしほ作、狩野富貴子絵）を読み聞かせたところ アフィファさんとサイフィさんは戦争に巻き込まれ苦しんだ禎子さんの生涯と、アフガニスタンの現状を重ね合わせ、とても感激した。帰国したサイフィさんから『おりづるの旅』をぜひアフガニスタンでも出版し、紛争に苦しむ子どもちを勇気づけたいとの要望があり、渡部さんは、紛争のため困難な生活を強いられているアジアの子どもたちにこの絵本を届けようと考え 。出版社との交渉を経て、著作権の関係で絵本を翻訳出版することはできないが、絵本に翻訳文を貼り付けて加工したも をアフガニスタンに贈ることになった。
日本語の文章の上に、訳語が印刷さ
れた紙を貼り付ける作業は、 の活動に賛同した学生ボランティアにより行






































































































































































































からか、あまり人に縛られたり、言われたりすることを気にしていなかった」 という。また、 始めたからにはしっかり取り組んでやり げる姿を見ていた夫は、活動が評価されているのを見て、仕方がないと認めていたようだ。
最初の転機は、小学生の子どもが不


























































































































題は、いまだ十分な支援が行きわたっていないことである。その原因の一つは、被害の実情が現場の人も含めて十分に知られて な ことだという。被害者は、法手続きを済ませて離婚をすれば、住居を構え 生活保護 暮らせると思われているが、現実はそう簡単ではない。被害の実態やそこから抜け出た後の実態を知らせていくことも自身の役割だと考えている。
男女共同参画の視点から貝原さんは女性学との出会いを契機
に、一人の女性として生きやすい社会をつくることを自身のミッションにしてベストを尽くしてきた。行動しつづけるエネルギーとパワー、そ 弱い立場におかれた女性や理不尽な暴力と徹底的に戦う姿勢は貝原さんの強さでもある。 そのキャリアの軌跡を見る 、学びながら課題 気づき、課題解決に向けて実践するという、学習と行動をセットにしたサイクルで前に進みながら自身のキャリアを切り拓いてきた。「岡山女性フォーラム」で出会った仲間を通じて女性会議の開催に関わり、そこで女性の参画 重要性に気づき、女性議員 増やすための活動 参加す
67
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学校の通学生の親の会、それから小中校の特別支援 級 子どもの親の会、それぞれの会が集まってトライアングルという名前をつけて活動を始めた。子どもたちの障がいは異なっていても、子どもの将来の幸せと自分たち幸せを願うこ で一致した。
それから全国から資料を取り寄せて














く生き生きと暮らしていくことを願い、 「街に慣れる、 街が慣れる、街に暮らす」 を合い言葉に活動を続けていた。◆ボランティア団体トライネットを立
ちあげるトライアングルで学習し活動する中
で課題が明らかになって る。その頃はみな学齢期だったが学校を卒業した後、どこに通えばいいのかと う大きな問題への対処である。市内を見渡しても作業のでき い重い障がい者が通えそう 場所が見つからない 障がいの重さにかかわらず通える受け皿 街の中にほしい。
時を同じくして、国の福祉施策も、





































































































































械に管理され 医師や看護師、家族までも患者の顔ではなく心電図ばかりを見ているという光景 不自然である。治療を目的とする病院では、死は「敗北」であるが、生活 場からみたら、老人の死は自然のこ では いか
2













観を持つようになり、 「畳の上 死にたい」という患者 願い かなえたいと思うようになった。
「富山型」と称されるデイサービスの方法を生み出した背景には、赤十字の看護師として育んだ職業意識と看護観、そしてその看護観を共有できる職場の仲間があった である。
3人は、





















































デイサービスとして注目されたのは、皮肉にも設立の時の壁であった高齢者から子ども、障がい者までを対象にした介護・看護・保育 ための複合的施設であるからだ。病院では、いのちを助ける めにすべての人が対象であった。赤ちゃんから高齢者まで、病院はあらゆる人が対象である。点滴の時におばあちゃんに甘える子もいれば 幼

















とハム会社に数年勤めた後、作業所を利用するのだが、作業所は物足りなくて自分から辞めている。自宅で落ち込んでいるところを 「このゆびと～まれ」の利用者の紹介で働くこと なった。「このゆびと～まれ」では、高齢者の食事介助、食器洗い、散歩 付き添いなどを行っている。仕事なので、惣万さんから叱られることもある。これまで
2回、 「このゆびと～まれには、一











を運営するのは、看護や介護を必要とする高齢者や子ども、障が 者のためだけではない。 「日本型福祉」といわれるように、公的援助 対象から外れた人たちへの援助の担い手は、 「家族」である。そして、 「家族」の中では多くの場合、 「妻」 嫁」 「母」の立場の女性たちが担い手とな 。「このゆびと～まれ」を開所してしばらくした時のこと 障がい児を育てている母親が、 「このゆびと～まれ」





































































ク） 」を運営 （ 「NPO法人多摩子ども劇場」との共同運営で、出資する新都市センター開発株式会社を含めた






































を借りて活動した。自分たちだけで集まるのだけではつまらないと思い、チラシをつくっ 公民館に置き、だれでも来ることができる現在の子育てひろばのように公開にした。メンバーの一人が歌手だったため 「わらべうたの会」を企画したりもし 。 これが岡本さんの地域活動の第一歩であ 。
この活動をしながら、岡本さんは公









































































いる （ 「Seedsひろば」 「Seedsおしゃべりひろば」は市の助成を受けている） 。
岡本さんは「シーズネットワークっ


























かし、次々に活動を広げる岡本さんであるが、 「シーズネットワーク」の事業をこれ以上大きくしていくことには限界も感じている。先述 たように、もともとメンバー一人ひ り 望む働
85
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き方を大切にすることを重視している組織であるために、活動への関わり方にはそれぞれ温度差がある。事業を効率よく割り切って広げていくには、別の組織をつくる必要があるのではないかと考え、次のステップの模索を始めているところである。 岡本さん自身は、子どもが翌年から中学生になるため、もう少し仕事に力を入れ ことができる環境になることもある。 「シーズネットワーク」の方針は大事にして誰かに多くを任せながら、形態は未定だが、自分はその足かせを外した環境で 仕事をしたいと考えていると う。岡本さん自身が、 時々のライフステージに応じて希望する働き方を追求する姿は、社会参画を望む女性たちのロールモデルともなるであろう。
男女共同参画の視点から子育てひろばの企画・運営では、活
動を始めて間もなく、親が主体となっ




その後の女性の社会参画支援に続く活動や、 共同アンテナショップ ポンテ」での女性 雇用等につながっている。
岡本さんは、人とのつながりを活か





































































































































































































































































や内容、小野さんの議員と ての活動との関連等、 丁寧に話し合い、 共通認識を持つようにしている。朝市の開催や常設店舗 開設では、駅前の関係者は初めは冷ややかな目でみており協力的ではなかったが、 一生懸命活動を続け、駅前商店会に加入する等つながりを深め、 理解者を増やしている。 自分たちの暮らす山梨市をより暮らしやすい活気のあるまちにしていくために、地道賛同者を広げて成果 出している。
男女共同参画の視点から小野さんは、やりたいと思ったこと
をあきらめずに実現する行動力と、人
と対等な立場で根気よく話し合う力に優れているといえるだろう。学びを学びで終わらせず、また自分一人の思いに終わらせずに実践の活動にうま つなげている。自分の行動力について小野さんは「あまり深く考えずにと かくやってみ 、それから反省したり考えたりすればいい」と語る。
これらの力や態度を身につけてきた



























































































































楽部の「大人の小学校」 （首都圏のシニアと地元の子どもたちの交流事業）という企画を練り、実現させたのである。当時を振り返り、菊池さんは「この事業は絶対に子ども ち ためになる」と直感したために協力した だと言う。
ただ、
2年間にわたる同事業への協
力と駅の喫茶部での仕事は両立できないと判断し、菊池さんは「花巻文化村協議会」に所属を移した。移籍を誘ってくれた同法人の理事長は、 「 『花巻文化村協議会』に来てそういっ 好きなことをやればい と言ってくれた。「花巻文化村協議会」ではお蕎麦の厨房を手伝いながら、
2年間、ソニー















の「花巻文化村協議会」に対する評価があまりよくなかったため、 「それを払拭するというのが最初にぶつかった壁」だったと言う。まさに、以前のイメージを引きずってい 「花巻文化村協議会」を立て直すために、 「ゼロから始まる」という感じだった そ ため、著名なア チストを「希望郷いわて文化大使」や「花巻イーハトーブ大使」に、また「花巻文化村協議会」の事務職員の女性をイーハトーブ・レ
96
ディにするなど、イメージ奪回に努力した。経営面でも赤字という厳しい現実を前に、 「フル回転」で改善に取り組んでき「 （収支が）ちょっと追いついて、














































































































































































































という言葉は初めてだったが、その言葉を聞いたときに、自分で納得して仕事を辞めて夫を支え、 「いい妻」 「いい母」 「いい嫁」としてがんばってきけれど、それが当たり前ではないことに気がついた。 「自分は稼いでいな 」という思いと「夫に食べさせてもらっている」という負い目は常にあっ 、自分のため 使うお金は自分で何とかしたいと参加費はフリーマーケットを
開いて捻出した。
その後も学びたいと考え、同じ年、










































































































ではないかと思っても「まあいいか」と、従うことが夫婦円満の秘訣だと思っていた。し し、学ぶこ で少しずつ自分の気持ちを伝えたいと思うようになった。最初は何 反論しようすると涙ばかりが 夫も突然反論しだした妻にびっくりして「何を言っているんだ」 「泣くな」と声を荒げた
当時大学生だった息子の「お母さん
一人だけが変わっても、お父さんが理解できなかったらだめでしょう」とう言葉が耳に残 。 それまで夫も私も、 夫婦間の関係性において、自分の考えを相手に伝え、それを受け よい道を探すという対等 コミュニケーションの取り方をしてこ ことに気がついた。
今では変わった妻に戸惑っていた夫
も、涙が先で意見を言えなかった千田








































































短大で栄養士の資格を取得していたこともあり、 「将来的には自分に役に立つ職業に就いていきたい と、求人広告で見つけた料理研究家・間野実花氏の助手としての職を得た。NHK「ひとりでできるもん」 「きょうの料理などのテレビの料理番組や書籍 作成現場に関わり、 非常に勉強になったが、妊娠による体調不良から、この仕事は
2年弱で退職することになった。第一子誕生後、夫の転勤により熊本


































験や栄養士の資格を か 、マナー全般・秘書業務・料理・栄養学・フラワーアレンジメントなど幅広い分野で フリー講師として個人事業として する一方で、
NPO
法人立ちあげの準
備を本格的に始めた。事務所県の起業家支援のためのインキュベーション施設を安価な費用で借りるこができたため、そこを拠点 、いよいよ自分自身 事 立ちあげに向け「種まき」の段階へと入った。
そんな中、熊本市内の女性関連施設


























からも「もう『男女共同参画』の活動から足を洗いたい」と思う あった。し しやはり「志がある人たちで手を支え合っていきたい」と 「くら
しコンシェルジュ」の活動は継続し、一般社団法人「市民活動を支え合う協議会」の立ちあげにも参画した。
活動を続けていくなかで、熊本県つ
ばさの会や市民活動を支え合う協議会などの地域活動で一緒になるメンバーは、野村 んにとって自分の親より高齢の世代の方が多く、 方で野菜ソムリエの会など資格が元 なっている活動では
20歳代から高齢の方が在籍し、
































市内小学校で相談員としての勤務もしている。熊本に戻ってきた頃は、子どもは小学校に入学前後と乳幼児 年頃であり、乳幼児を対象とした 業 興味を持って活動をしていた。が 自分たちの子ど の年齢が上がる つれ、野村さん自身の興味の分野も、少しずつ年代が上がってきた。その中で小学校の相談員の業務の募集があ の 知










































































































ほど非常勤講師として勤務をしたが、警察官の夫との結婚を機に退職した。長女を出産後、吉田さんの叔父が経営する建設業の会社で経理事務に就くが、夫は仕事 都合上転勤も多く、そのたびに一家で県内各地の官舎へ 転居しなければならなかった。子ど が小学校に通い始めたころ、 「こ まま官舎住まいや転居が続く状況は、子ど






































































しても活動を続けるなか、2005年に吉田さんは翌年の女性の会会長就任の打診を受けていたが、急遽入院しペースメーカーの埋め込み手術を受けることになった。手術直後はマイナス思考になり、 「この状況で もう会長は受けられない 」と会長職は断ろと思っていた。 ころが手術後、体力が回復していくなかで気持ちも徐々にプラス思考に変わり、前会長には退院後「だめだ たけど、なんとかなりそうだから頑張るわ」と伝え、やはり会長を引き受けることにし
2011
年現在、十河地区女性の



















間の補助金を受けられること なった。この事業は音楽祭の開催 通じて地域のつながり 深めるとともに、新しい地域住民に対して自治会 加入促進につなげようというもの。
当時のコミュニティ協議会会長は、



















を進め、 子どもたちの世代、 その親世代を地域活動に巻き込みたいと考えている。これは活動するなかでいろいろな人に支えてもらった分、今度は自分がバックアップに回って若 世代の活躍の場を作りたい、 との思いからである。
吉田さんにとって、スポーツを軸と

































































http://www.city.hirosaki .aomori . jp/gaiyo/
shisetsu/kyouiku/htm_sankaku/framepage.htm























































































































































































































































































































































































































































































































































































































152 男女共同参画センター横浜北 045-714-5911 同上http://www.women.city.yokohama.jp/























159 南足柄市女性センター 250-01050465-73-8211 神奈川県南足柄市関本591-1　ヴェルミ3棟3F






























169 南魚沼市婦人会館 949-6680025-773-6610 新潟県南魚沼市六日町865番地




















































































192 茅野市家庭教育センター 391-00020266-73-0888 長野県茅野市塚原1丁目9番16号





















































































































































h t t p : / / w w w . c i t y . o t s u . s h i g a . j p / w w w /
contents/1049077669651/index.html








































240 南丹市園部女性の館 622-8651 京都府南丹市園部町小桜町47番地 南丹市市民課人権政策係



































































































































































































































































303 八頭町男女共同参画センター 680-05210858-84-2361 鳥取県八頭郡八頭町安井宿713-1








h t t p : / / w w w . c i t y . t o t t o r i . l g . j p / w w w / g e n
re/0000000000000/1187760217328/index.html


















































































































332 阿南市男女共同参画室 分室 774-85010884-22-0361
徳島県阿南市富岡町トノ町12-3 阿南市役所男女
共同参画室 （分室 鳥居様）































































































































































371 益城町男女共同参画センター 861-2241096-286-6665 熊本県上益城郡益城町大字宮園720番地2
372 熊本県婦人会館 860-0844096-354-5650 熊本県熊本市水道町14-21












377 都城市男女共同参画センター 885-85550986-23-2121 宮崎県都城市姫城町6-21




















383 鹿児島市立女性会館 892-0816099-227-1971 鹿児島県鹿児島市山下町6-1




















389 沖縄市男女共同参画センター 904-0004098-937-0170 沖縄県沖縄市住吉1-14-29　3F
390 沖縄県婦人連合会会館 902-0066098-884-5333 沖縄県那覇市大道172
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北海道立生涯学習
推進センター
060-0002
011-231-4111
北海道札幌市中央区北2条西7丁目 かでる2・7
http://manabi.pref.hokkaido.jp/index.html
青森県総合社会
教育センター
030-0111
017-739-1253
青森県青森市荒川字藤戸119-7
http://www.alis.pref.aomori.lg.jp/
岩手県立生涯学習
推進センター
025-0301
0198-27-4555
岩手県花巻市北湯口2-82-13
http://www.pref.iwate.jp/~hp1595/
秋田県生涯学習センタ―
010-0955
018-865-1171
秋田県秋田市山王中島町1-1
http://www.pref.akita.lg.jp/www/genre/0000000000000/ 
1000000001153/index.html
山形県生涯学習センター 990-0041
023-625-6411
山形県山形市緑町1-2-36（遊学館）
http://www.gakushubunka.jp/yugakukan/
茨城県水戸生涯学習センター 310-0011
029-228-1313
茨城県水戸市三の丸1-5-38　茨城県三の丸庁舎3F
http://www.mito.gakusyu.ibk.ed.jp/
茨城県県西生涯学習センター 308-0843
0296-24-1151
茨城県下館市野殿1371
http://www.kensei.gakusyu.ibk.ed.jp/
茨城県県南生涯学習センター 300-0036
029-826-1101
茨城県土浦市大和町9-1 ウララビル5階
http://www.kennan.gakusyu.ibk.ed.jp/
茨城県県北生涯学習センター 319-1304
0294-39-0012
茨城県日立市十王町友部2581
http://www.kenpoku.gakusyu.ibk.ed.jp/
茨城県鹿行生涯学習センター 311-3824
0299-73-3877
茨城県行方郡麻生町宇崎1389（レイクエコー）
http://www.lakeecho.gakusyu.ibk.ed.jp/
栃木県総合教育センター 320-0002
028-665-7200
栃木県宇都宮市瓦谷町1070
http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/
群馬県生涯学習センター 371-0801
027-224-5700
群馬県前橋市文京町2-20-22
http://www.manabi.pref.gunma.jp/
埼玉県県民活動総合センター 362-0801
048-728-7111
埼玉県北足立郡伊奈町内宿台6-26
http://www.kenkatsu.or.jp/
さわやかちば県民プラザ 277-0882
04-7140-8600
千葉県柏市柏の葉4-3-1
http://www.kplaza.pref.chiba.lg.jp/
神奈川県生涯学習
情報センター
221-0835
045-312-1121
神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2　
かながわ県民センター 5階
http://www.planet.pref.kanagawa.jp/
新潟県立生涯学習
推進センター
950-8602
025-284-6110
新潟県新潟市女池南3-1-2
http://www.lalanet.gr.jp/top.aspx
富山県民生涯学習カレッジ 930-0096
076-441-8401
富山県富山市舟橋北町7-1県教育文化会館2階
http://www4.tkc.pref.toyama.jp/toyama/
石川県立生涯学習センター 920-0935
076-223-9571
金沢市石引4-17-1  石川県本多の森庁舎
http://www.pref.ishikawa.jp/shakyo-c/
福井県生涯学習センター
918-8135
0776-41-4200
福井県福井市下六条町14-1　
福井県生活学習館（ユーアイふくい）内
http://www.manabi.pref.fukui.jp/db/
山梨県生涯学習推進センター 400-0035
055-223-1853
山梨県甲府市飯田1-1-20　山梨県JA会館5F
http://yamanashi-bunka.or.jp/manabiblog/
長野県生涯学習推進センター 399-0711
0263-53-8822
長野県塩尻市大字片丘6342-4
http://www.nagano-c.ed.jp/shogai/
都道府県・政令指定都市　生涯学習センター 一覧
2013.2.21現在
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ぎふNPO・生涯学習プラザ
500-8384
058-372-8501
岐阜県岐阜市藪田南5-14-53県民ふれあい会館第1棟2F
http://www.pref.gifu.lg.jp/kurashi/kurashi-chiikidukuri/
npo/nponavi-gifu/index.html
静岡県総合教育センター 436-0294
0537-24-9700
静岡県掛川市富部456
http://www.center.shizuoka-c.ed.jp/
愛知県生涯学習推進センター 460-0001
052-961-5333
愛知県名古屋市中区三の丸3-2-1　愛知県東大手庁舎2階
http://www.manabi.pref.aichi.jp/center/
三重県生涯学習センター 514-0061
059-233-1151
三重県津市一身田上津部田1234
http://www.center-mie.or.jp/manabi/
奈良県社会教育センター 639-2135
0745-69-6911
奈良県北葛城郡新庄町寺口1096
http://www.llis.pref.nara.jp/xc/
兵庫県立嬉野台生涯
教育センター
673-1415
0795-44-0711
兵庫県加東郡社町下久米1227-18
http://www.hyogo-c.ed.jp/~ureshino-bo/index.htm
鳥取県立生涯学習センター 680-0846
0857-21-2266
鳥取県鳥取市扇町21 県民ふれあい会館内
http://fureaikaikan.jp/
島根県立東部社会教育
研修センター 
691-0074
0853-67-9060
島根県出雲市小境町1991-2
http://www.pref.shimane.lg.jp/tobu_shakaikyoiku/
島根県立西部社会教育
研修センター
697-0016
0855-24-9344
島根県浜田市野原町1826-1 いわみーる3階
http://www.pref.shimane.lg.jp/seibu_shakaikyoiku/
岡山県生涯学習センター 700-0016
086-251-9750
岡山県岡山市伊島町3-1-1
http://www.pal.pref.okayama.jp/
広島県立生涯学習センター 732-0052
082-248-8848
広島市中区千田町三丁目7-47広島県情報プラザ4階
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/
山口県生涯学習推進センター 754-0893
083-987-1730
山口市秋穂二島1062（山口県セミナーパーク内）
http://www.kagayaki.pref.yamaguchi.lg.jp/
愛媛県生涯学習センター 791-1136
089-963-2111
愛媛県松山市上野町甲650
http://www.i-manabi.jp/
福岡県立社会教育
総合センター
811-2402
092-947-3511
福岡県糟屋郡篠栗町金出3350-2
http://www.fsg.pref.fukuoka.jp/
佐賀県立女性センター・
佐賀県立生涯学習センター
840-0815
0952-26-0011
佐賀県佐賀市天神3-2-11どんどんどんの森内（アバンセ）
http://www.avance.or.jp/
大分県立社会教育
総合センター
874-0903
0977-22-7763
大分県別府市野口原3030-1
http://kyouiku.oita-ed.jp/lldc/index.html
札幌市生涯学習センター 063-0051
011-671-2200
北海道札幌市西区宮の沢1条1丁目1-10（ちえりあ）
http://chieria.slp.or.jp/
千葉市生涯学習センター 260-0045
043-207-5811
千葉県千葉市中央区弁天3-7-7
http://chiba-gakushu.jp/
名古屋市生涯学習
推進センター
460-0015
052-321-1571
愛知県名古屋市中区大井町7-25
http://www.suisin.city.nagoya.jp/
京都市生涯学習総合センター 604-8401
075-812-7222
京都府京都市中京区丸太町通七本松西入ル（京都アスニー）
http://web.kyoto-inet.or.jp/org/asny1/top.html
大阪市立総合生涯
学習センター
530-0001
06-6345-5000
大阪府大阪市北区梅田1-2-2-500　大阪駅前第2ビル5階
http://www.manabi.city.osaka.jp/
神戸市生涯学習支援センター 651-0076
078-251-4731
兵庫県神戸市中央区吾妻通4-1-6（コミスタこうべ）
http://www.kcc.zaq.ne.jp/comista/
北九州市生涯学習
総合センター
803-0811
093-571-2712
福岡県北九州市小倉北区大門1-6-43
http://www.city.kitakyushu.lg.jp/shisetsu/menu06_0175.html
